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活動報告　2010 文教大学越谷図書館　鈴木　正紀

●第 23 回総会（2010 年 5 月 27 日）
第 23 回総会を、跡見学園女子大学において開催した。

平成 21 年度事業報告などの報告の後、（１）平成 22
年度事業計画、（２）平成 22 年度予算、（３）平成 22
年度幹事館及び会計監査館の選出、などが協議され、い
ずれの案件も原案通り承認された。

続いて、曽田修司氏（跡見学園女子大学マネジメント
学部教授・図書館長）により、「経営資源としての図書館」
の演題で講演が行われ、盛会のうちに終了した。参加数
は 29 機関 45 名（他、委任状提出 13 機関）だった。終
了後、図書館見学及び意見交換会を行った。
●図書館と県民のつどい埼玉 2010（2010 年 10 月 2 日）

さいたま市文化センター（南浦和）を会場として開催さ
れた標記イベントに「大学図書館のお宝お見せます」第 3
弾としてSALA 加盟機関中8 機関の所蔵資料を展示した。
また、「ご存知ですか？　お仕事支援　大学編」として、
21 機関の「ビジネス支援」（図書館の学外者公開、公開講座、
社会人入学制度など）に関する情報をまとめた冊子を作成、
配布した。また各機関から公開講座等の資料提供を受け
来場者に提供した。同時に、7 機関からの持ち寄りによる
ビジネス支援関係の図書約 80 冊の合同展示を行った。
●研修会（2010 年 11 月 8 日）

第 22 回研修会を「ILL 担当者へ贈るリポジトリ活用
術〜紀要の電子化とオープンアクセスを考える」とのテー
マのもと、獨協大学で開催した。46 名の参加があった。
今回の研修はデジタルリポジトリ連合（DRF）の地域ワー

クショップの一部を形成するという性格をもった。講演、
事例報告ののち、木村得朗氏（駿河台大学）の司会によ
り全体討議が行われた。終了後、講師を交え意見交換会
を開催した。
●その他

SALA 会報第 19 号を 3 月に発行した。
●幹事会

幹事会は総会で選出された幹事館で構成し、当会の運
営にあたっている。平成 22 年度は 4 回の幹事会を開催
した（予定を含む）。役割分担については、従来の企画、
広報といった大きな枠の分担を見直し、当年度の事業課
題（レギュラーなもの及び当該年度に特有のもの）を設
定し、それらに対して幹事が担当（おおむね、複数の事
業に対して複数の幹事が担当）となって対応するという
形を取った（分担についての詳述は紙幅の関係で割愛）。

幹事会の構成は以下の通りである。
代表幹事館 : 文教大学越谷図書館
幹事館 : 跡見学園女子大学図書館、国立女性教育会館女
性教育情報センター、埼玉女子短期大学図書館、埼玉大
学図書館、十文字学園女子大学図書・情報センター、淑
徳大学みずほ台図書館、城西大学水田記念図書館、駿河
台大学メディアセンター、聖学院大学総合図書館、大東
文化大学 60 周年記念図書館、東洋大学附属図書館川越
図書館、獨協大学図書館

なお、会計監査は目白大学岩槻図書館が担当している。

埼玉をもっと元気に！！
望月印刷は埼玉を支えていきます。




